
084 嵐の湖での弟子訓練(湖の上を歩く) 

マタイによる福音書 14：22～33、マルコ 6：45～52、ヨハネ 6：15～21 
マルコによる福音書 06：53～56 
 
湖の上を歩く（マタイによる福音書 14：22～33） 
22 それからすぐ、イエスは弟子たちを強いて

● ● ●

舟に乗せ、向こう岸（→❹ベトサイダ[マルコ 6：45]）へ先

に行かせ、その間に群衆を解散させられた。 
→「強いて舟に載せた」理由：①群衆から遠ざけ休ませる、②五千人のパンの奇跡の意味を考えさせる、 

③イエス自身が一人になり山で祈るため（23 節）。 
 
23 群衆を解散させてから、祈るためにひとり山にお登りになった。夕方になっても、ただひとりそこに

おられた。 
 
24 ところが、舟は既に陸から何スタディオン（約 185m/スタディオン）か離れており、逆風

● ●

の（向かい

風）ために波に悩まされていた。 
→ガリラヤ湖は、アフリカ大地溝帯※１と呼ばれる、シリア高原からアフリカのビクトリアの滝まで走る

渓谷に沿って位置しています。大地溝帯沿いには、いくつかの湖や海があります。ガリラヤ湖があり、死

海があり、南には紅海があります。今はもうありませんが、昔は、それらに加えてもう一つ、北部のフラ

渓谷に、スペリオル湖と呼ばれる小さめの湖がありました。そのころのガリラヤ湖は、今よりもずっと多

くの水量があり、水質も今よりもずっときれいでした。ガリラヤ湖は、四方向からの風がぶつかり易く、

午後に吹き込んでくる従来の東風と、地中海から吹いてくる西の微風、それに加えて、北と南からも、ア

フリカ大地溝帯からの風（空気）が流れてきます。時には、四方向から吹いてくる風が衝突し合う場所と

なるのです。この風のぶつかり合いは、なかなか予測出来る訳ではありません。午後になると東風が吹い

てくることは知られていますが、他方向からの風がいつ吹いてきて嵐となるのかは、予測がつかないの

です。ですから、イエスが弟子たちに「さあ、湖の向こう岸へ渡ろう」などと言われた時、それは彼らに

とって大問題で、弟子たちは恐らく、「本当に渡れるんだろうか」と心の中で思ったことが予想できます。 
今回も、敢えて向こう岸に舟で渡ろうとする人などいないような時間帯の夕暮れ時だったのです。  
※１：シリアのヨルダン川の谷から、死海、アカバ湾、紅海、エチオピア高原を抜

け、ケニア、タンザニア、マラウイ、モザンビークへ続く断層による谷状の凹地列。

狭義には東アフリカを南北に連なるものをいい、東・西の 2 列からなる。 
 
 
 
 
25 夜が明けるころ（回復訳：第四の夜回りのころ＝午前３時から午前６時）、イエスは湖の上を歩いて弟

子たちのところに行かれた。 

→マルコによる福音書 6：48 
ところが、逆風のために弟子たちが漕ぎ悩んでいるのを見て、夜が明けるころ、湖の上を歩いて弟子たち

のところに行き、そばを通り過ぎようとされた。 
→（回復訳）すると、逆風のために、彼らがこぎ悩んでいるのが見えたので、彼は第四の夜回りのころ、

海の上を歩いて彼らの所に向かい、彼らを通り過ぎようとされた。 
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26 弟子たちは、イエスが湖上を歩いておられるのを見て、「幽霊だ」と言っておびえ、恐怖のあまり叫び

声をあげた。 
27 イエスはすぐ彼らに話しかけられた。「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」 
→“Take courage!    It is I. Don’t be afraid.”  (N I V) 

→“Be of good cheer!  It is I; do not be afraid.”  (NKJV) 
 
28 すると、ペトロが答えた。「主よ、あなたでしたら、わたしに命令して、水の上を歩いてそちらに行か

せてください。」 
29 イエスが「来なさい」と言われたので、ペトロは舟から降りて水の上を歩き、イエスの方へ進んだ。 
30 しかし、強い風に気がついて怖くなり、沈みかけたので、「主よ、助けてください」と叫んだ。 
31 イエスはすぐに手を伸ばして捕まえ、「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか」と言われた。 
→先ず、ペトロを助け（対応）、信仰の薄いことを叱責した（→∵命が最優先）。 
→嵐を静めるの一節（マタイによる福音書 8：26） 
イエスは（先ず、弟子たちの不信仰を叱責し）言われた。「なぜ怖がるのか。信仰の薄い者たちよ。」そし

て、起き上がって風と湖とをお叱りになる（→対応）と、すっかり凪になった。 
 
32 そして、二人が舟に乗り込むと、風は静まった。 
 
33 舟の中にいた人たちは、「本当に、あなたは神の子です」と言ってイエスを拝んだ。 
 
ゲネサレトで病人をいやす（一部、マルコによる福音書 6：53～56） 
53 こうして、一行は（ガリラヤ）湖を渡り、❺ゲネサレトという土地に着いて舟をつないだ。 
54 一行が舟から上がると、すぐに人々はイエスと知って、55 その地方をくまなく走り回り、どこでもイ

エスがおられると聞けば、そこへ病人を床に乗せて運び始めた。56 村でも町でも里でも、イエスが入っ

て行かれると、病人を広場に置き、せめてその服のすそにでも触れさせてほしいと願った。触れた者は皆

いやされた。 
→くまなく：隈無く＝すみずみまで、余す所なく。 
 
 

  

 

 

 

 

【参考】 新約聖書にある「助けてください」 



【参考】 旧約聖書にある「助けてください」 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】 ユダヤにおける時間の捉え方 

 
＜１＞時間の数え方 

１．ユダヤ式時間の数え方：午前６時を起点「第０時」とする。 
共観福音書(マタイ、マルコ、ルカ)は、この時間表記で書かれている。 
例）マタイ 27：45 

さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。【新共同訳】 
例）From noon until three in the afternoon darkness came over all the land.【NIV】 

さて正午から暗やみが全地を覆って、午後三時に及んだ。【回復訳】 

例）Now from the sixth hour until the ninth hour there was darkness over all the land.【NKJV】 

さて、第六時から闇が地上の全面を覆い、第九時にまで及んだ。【真理発見訳】 

→「十二時」は、「第六時」、「（午後）三時」は、は、「第九時」。 
→NKJV（NEW KING JAMES VERSION）および真理発見訳は、ユダヤ式時間表記で訳している。 

 
２．ローマ式時間の数え方：午前０時を起点とする場合と午後０時（正午）を起点とする場合があり、 
  文脈で判断する必要がある。 
  ヨハネの福音書は、「ローマ式時間」を採用しています。 

 
＜２＞夜回り（午後六時から翌朝六時までの 12 時間）の時間は、三時間ずつに四分割していた。 

第一の夜回り（見張り）：午後６時から午後９時 
第二の夜回り（見張り）：午後９時から午前０時 
第三の夜回り（見張り）：午前０時から午前３時 
第四の夜回り（見張り）：午前３時から午前６時 

例）ルカ 12：38 
主人が真夜中に帰っても、夜明けに帰っても、目を覚ましているのを見られる僕たちは幸いだ。 

【新共同訳】 
It will be good for those servants whose master finds them ready, even if he comes in the middle of the 

night or toward daybreak. 【NIV】 

And if he should come in the second watch, or come in the third watch, and find them so, blessed are 

those servants. 【NKJV】 

また、彼が第二の夜回りの時か、第三の夜回りの時に帰って来ても、奴隷たちがそのようであるの

を見られるなら、幸いである。【回復訳】 

彼が第二見張り時に、あるいは第三見張り時にやって来ても、彼らがそのようにしているところを

見いだされるなら、その者たちは幸せです。【真理発見訳】 

 

＜３＞ユダヤでは、一日を「朝」「昼」「第一の夕」「第二の夕」に四分割していた。 
第一の夕…太陽が西に傾き始める午後三時頃から日没まで。 
第二の夕…日没〜暗くなるまで。 
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